
PDF issue: 2025-07-03

Force を巡る自然主義小説 : Frank Norris
と Don DeLillo

中野, 里美

(出版者 / Publisher)
法政大学教養部

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政大学教養部紀要. 外国語学・外国文学編 / 法政大学教養部紀要. 外国語学・
外国文学編

(巻 / Volume)
108

(開始ページ / Start Page)
285

(終了ページ / End Page)
297

(発行年 / Year)
1999-02

(URL)
https://doi.org/10.15002/00004884



285 

Forceを巡る自然主義小説

－FrankNorrisとＤｏｎＤｅＬｉｌｌｏ－

中野里美

FTankNorrisのエッセイ

Norrisは“aｌｌｔｈｅｆｏｒｃｅｏ（

thelostfictionfacultMm， 

TheResponsibilitiesoftheNovelist において

Norrisは“aｌｌｔｈｅｆｏｒｃｅｏ（theirsplendidminds，everyfacultyotherthan

thelostfictionfaculty，mustbebroughtintoplaytocompensateｆｏｒｔｈｅ 

ｌａｃｋ”(1)と述べ，作家は自分の内から湧き起こるforceにより作品を仕上げ

ていく，いわばimpellingforce（推進力）で，創作意欲を高めるものとして

Norrisは捉えている。Norrisはこのforceを自己を高揚させる方向へ向かわ

せている。NorrisのVandoverandtheBruteではVandoverはこのforce

に怯え，逆に自己を退化させてしまう。

またforceは自然主義小説の流れを汲む作家のＤｏｎＤｅＬｉｌｌｏがVandover

andtheBruteと似たテーマのWhiteNoiseで使用している。MichaelV．

MosesはWhiteNoiseについて1DeLillogivesgreater,oratleastmore

explicit，emphasistotheeconomic（orcesatworkInaconsumercul‐ 

ture,wealthprovidestheillusiono（invulnerability.”(2)と，WhiteNoise

に見られるeconomicforcesが不死身という幻想を与えている事に焦点を当

てている。VandoverandtheBrute（1914）はNorrisの執筆時期と出版時期

に多少ずれがあるが，執筆時期は1894-95とされており，DonDeLilloの

WhiteNoise（1985）はVandoverからほぼ－世紀を経たことになる。

forceについての批評家たちの意見は多岐に分かれる。決定論に支配された

自然主義小説ではLeeCMitchellの“Naturalistcharacters,ｏｎｔｈｅｃｏｎ‐

trary，areeverunabletoforestaIltheirownactionswhenacombination 

ofinnerandouterforcesotherwiseimpelsthemj,(3)というようにforceは

自分の力の及ばないものとして解釈される。人間へのforceの影響力は批評家

によって善と悪の方向性に意見が分かれる。例えばRichardADavidsonは

"Manisresponsibleforcombattingevilandmovingtowardthegood.” 

とした上で“Ｉｔｉｓｍａｎｓｕｓｅｏｆｔｈｅｓｅｆｏｒｃｅｓｔｈａｔｒｅsｕｌｔｓｉｎｅｖｉｌｏｒ

Hosei University Repository



286 

good'''４１とその結果はその人次第としているが，NorrisのTheOctopusで
はforceの良い影響力について論じている。だが，CharlesCWalcuttは

`oThemoderntragedylocatestheopposingIorcesinsocietyandthena‐ 

tureofman,wheretheyarenotquitesoterrible.”(5)と，forceを悪と見な

さないまでも人間に対しては“opposing,,と考えている。またPaulCivello

は“inVandover，nearlyaUthenatural，instinctualforcesweseeare

associatedwithevil:lust,greed,andself-inteTest.”(`)とforceとevilの結

びつきを述べている。

Vandoverはforceや，bruteというforceの変形に翻弄されながらも生き

ようと必死になっているため生の真実からは逆に遠ざかり，生の実体というも

のがつかめない。産業革命以後の変化しつつある社会概念をNorrisは捉えな

がら，人工的なforce，そして自分の内面から湧き起こる自己喪失のforceに

苛まれる世紀末の人間の姿を描いている。それはNorrisが19世紀までの小説

の表現方法に彼独自の新しい何かを探そうとしていた姿と重なるものであるか

もしれない。本論ではNorrisとDeLilloのIorceの意味するものや主人公と

の関連について探り，二つの自然主義小説について考えてみたい。

Ⅱ 

Norrisと同時代のリアリズムを含めて言えることであろうが）Norrisの諸

作品の第一の特徴は人間の内面の自然主義的なメカニズムを描くことにあった

と思われる。

NorrisのVandoverandtheBruteではVandoverは社会に適応できず，

自己とその経験が結び付いていかない。Vandoverは人間に対する社会の抑圧

的なforceを拒絶することも受容することもできず，Vandoverの存在は浮遊

する。NorrisのVandoverandtheBruteはVandoveTの回想から始まる。

Ｉｔｗａｓａｌｗａｙｓａｍａｔｔｅｒｏ｛ｗｏｎｄｅｒｔｏＶａｎｄｏｖｅｒｔｈａｔｈｅｗａｓａｂｌｅｔo 

recallsolittleofhispastIi(eWiththeexceptionofthemostrecent 

eventshecouldremembernothingconnectedly.（Ｐ３）(7) 

Vandoverは物事を関連づけて思い出すことができない。ただ幼い頃に母が死
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んだことだけは唯一明確に覚えている。それはVandoverにとって“oｎｅｏ（

theseincidentsmightbeagreatsorrow，ａtragedy，adeathinhis 

family.”（p3）という大きな衝撃だったからである。Vandoverはこの時に人

間の死というものをはっきりと認識する。また死にたいして生を認識するのは

教会での牧師の言葉で，“allwomenintheperilso(child-birth，，（p10）と
いう，生命の誕生には死の危険が伴うことに疑問を持つ。これはVandover

の知や性の目覚めであり，父の書斎で百科事典の産科の項目を調べる。

Vandoverはその書斎で“ＨｏｍｅＢｏｏｋｏｆＡｒｔ”も目にする。そこに掲載され

た絵画はVandoverの情緒に訴えかけるものであった。

TherewereagTeatmanyfull-pagepictuTesoIlonelywomen,called 

``Reveries”ｏｒ“Idylls,，，ideal“Heads”ofgipsygirls,ofcoquettes，ａｎｄ 
headsoflittlegirlscrownedwithcherriesandiUustrativeoIsuchti‐ 

tlesas"Spring,"``Youth,'，"Innocence.，，(pl2-l3） 

芸術に興味を持ち，絵の上手なVandoverは他にも家の中で一人で芝居した

り，文学にも魅かれて話や詩を書いたりと，元来情緒的なVandoverはこれ

らの絵を見て以来強く絵画に興味を持つ。絵にも才能があるとされた

Vandoverは，ならば)|可故絵画を中心に自己を確立させて生きることができな

かったのか。パリに留学したいというVandoverを説得して大学に行かせた

彼の父にだけ責任があったのだろうか。それはVandoverが社会と個人の生

活のバランスをとることができなかったことに原因がある。彼個人が趣味の範

囲で絵を描くことは得意とするが，社会的に活動しようとすると，社会の機構

や様相を情緒的にしか捉えないVandoverには社会は適応しにくい場といえ
る。

Vandoverの自己を取り巻く環境に大きく変化が現われたのはVandoverが

大学に入学して以降である。Vandoverの世界が広がると同時に社会での適応

が困難であることが読み取れる。家の中で父と家政婦だけに（Vandoverの姉

の存在がNorrisの記述から一か所だけ記述されるがそれ以降全く姉について

は触れられない）囲まれていたのが友人も大勢できてアルコールやギャンブル

にも手を出す。この頃に描いたVandoverの絵は“ＴｈｅＲｅｍｎａｎｔｏｆａｎ

Ａｒｍｖ，,という殺伐とした絵を描いたり，溺死体のあがった浜辺を表現し，あ
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る環境に置かれて適応できない状況を描いている。Vandoverの自己の社会の

中での立場の認識は暖昧だが感覚的に捉えて絵に表現している。

Vandoverにとっては絵を描くことが自己確認なのである。新しい環境に馴

染んでいたはずがVandoverが遊び半分に付き合っていることを知ったIda

Wadeの自殺によりVandoverの生活に破綻を来す。Vandoverは感覚的にし

か彼女の死を受け止められないので，ただ罪の意識に苛まれるのである。その

Vandoverに“brute,,への意識が芽生え，“asilentimpotentrageagainst

himseuandagainstthebruteinhimthaｔｈｅｈａｄｐｅｒｍｉｔｔｅｄｔｏｄＴａｇｈｉｍｔｏ 

ｔｈｉｓthing”（p・'０６）と自分に怒りを感じるのと同時に自分が“another

person”に思えて怖くなる。その自分の“brute,,の意識は社会に対する意識
であるが周囲を認識するに至ってはいない。Vandoverの思考は自己の内面へ

と向かっていく。ここでの“brute”はforceの一種とも考えられ，悪の方向

性を持つforceである。この“brute”は機械文明をも表現している。

父の勧めで`ⅢCoronadoBeach”への船旅に出た帰途でVandoverを乗せ

た“tbeMazatlan'’は遭難する。死に直面した人間を前に“hugeliving

creature”のこの船は“brute，,と表現される。

Ｔｈｅｇｒｅａｔｈｏａｒｓｅｒｏａｒｄｗｉｎｄｌｅｄｔｏａｌongdeathrattle，ｔｈｅｎｔｏａｇｕｔ‐ 

tualrasp;ａｌｌａｔｏｎｃｅｉｔｃｅａｓｅｄ；thebrutewasdead-theMazatlan 

wasａｗｒｅｃｋ(pl35） 

機械文明の“brute，，に煽られ人々は必死で生きようとする。悪である

``brute"，“theMazatlan”は沈没する。社会は人々から成り立つもので，社

会が滅びゆく時は人々も同じである。“brute，,を抱えてしまうと消滅して（死

んで）しまうのは免れない。同じ“brute”を抱えてしまったVandoverの結

末を暗示しているが，Vandoverには生きたいという欲望が膨らんでくる。だ

が生きたいと強く願い，欲望のみ突出した彼の生は空疎なものとなる。それは

彼のアイデンティティを確立させる絵との関係に表現される。

再起をかけて絵に取り組もうという気持ちを抱かせたのはVandoverの父

の死である。父の死に遭遇して自分の保護膜のようなものが取れ，社会の

forceに直面させられる。
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Towardelevendclock，however，ａ{terthesuppressedexcitementof 

thelasthours､ａｓｈｅｗａｓｇｏｉｎｇｔｏｂｅｄ,ｔｈｅｓｅｎｓｅｏｆｈｉｓｇｒｉｅｆａｎｄｌｏｓｓ 

ｃａｍｅｕpｏｎｈｉｍａｌｌｏfasudden，withtheirrealforceforthefirst 

time，ａｎｄｈｅｔｈｒｅｗｈｉｍｓｅｌｆｕｐｏｎｔｈｅｂｅｄｆａｃｅｄｏｗｎｗａｒｄ，weeping 

andgroaning.(pl56） 

このforceの作用はNorrisが既述のエッセイで表現していたような，

Vandoverの向上に繋がるような効力がありVandoverは絵にもう一度携わっ

ていこうと槐L､する。自己にとらわれ，周りの動きが理解できない者に世の中

や他人を描けるはずもなく，他人が理解できないということは自分をも見据え

ることが困難なことでもある。加えて父の死後，友人のGearyに財産を瀕し

取られ，Vandoverの生きたいという欲望が消えてより安楽に死を選ぼうとす

るものの自殺に失敗する。そして逆に生に執着する。Vandoverの生への執着

は絵への執着である。しかし“itwasnottoolatetosavehimselfi（he

onlycouldfindhelp,ｂｕｔｈｅｃｏｕｌｄｆｍｄｎｏｈｅｌｐ.”（p219）で，自己のそし

て社会認識の欠如からforceに翻弄され立ち向かうことができない。

そのVandoverを獣へと退化させるのは今一度のforceによる。

ＩｔｗａｓＬｉ(e，ｔｈｅｍｕｒｍｕｒｏｆｔｈｅｇｒｅａｔ，mysteriousforcethatspunthe 
wheeｌｓｏｆＮａｔｕｒｅａｎｄｔｈａｔｓｅｎｔｉｔｏｎｗａｒｄｌikesomeenormousen‐ 

gine，relentless；anenginethatspedstraight（orward，drivingbefore 

ittheinfiniteherdofhumanity，（中略）drivingitrecklessly,blindly

onandontowardsomefar-distantgoaLsomevagueunknownend, 

somemysterious、fearfulbourneforeverhiddeninthickdarkness．

(ｐ230-231） 

“Life，，そのものが生物のように本能という車輪を回転させていて，社会か

ら自己の存在が遊離したVandoverには屈服するしかない力である。

Vandoverの欲望のみを載せて“Life”はVandoverの精神から韮離してい

き抑制が利かなくなっていく。人間の理`性を喪失し欲望のままに生きる

Vandoverは獣と化す。WBDillinghamは文明が変化しようとも人間の中

の相反する衝動は永遠に存在するとしている。(8)Vandoverの獣化は様々な
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欲望を満たそうとする人間の普遍的な姿を端的に表現している。当時の鉄道王

はスペンサーの社会進化論を用いて会社の合併吸収を適者生存の考えに当ては

めて正当化した。NorrisはVandoverが適者生存に負けるということでスペ

ンサーの考えに影響を受けているのではなく，“FundamentaltoaUethical

progress，Spencerbelieved，istheadaptationo（ｈｕｍａｎcharactertothe 

conditionsoflife.，,(9)にあり，社会に適応するというのは自己の利益を追求

することではなく，主体と客体とのバランスを取ることなのである。体系的な

知の習得をし損ねたVandoverは生に執着し，自分の存在を確立したかった

のである。

Ⅲ 

Norrisの19世紀末の社会は知への欲求が高まり，結果生じた機械文明に生

や本能が抑圧され人間が翻弄される姿が浮き彫りになったが，DonDeLillo

のWhiteNoiseでは機械文明以上に情報化社会が人間の生に介入している。

逆に人の生死でさえもメディアが創造するといっても過言ではない。DeLillo

に見られる(orceは情報化社会のメディアが担っており人間の感性が失われて

いるからで，人間の経験という原初的な方法によってのみ自己の存在や生を確

認できる。メディアが現代社会ではforceとなっていると主人公Jack

Gladneyに説明するのはJackの教えるCollege-on-the-Hillの同僚MurTay
である。

rvecometounderstandthatthemediumisaprimalforceinthe 

AmericanhomeSealed-offtimeless,sel{-contained,sel(-re(erring 

(p51)u(， 

メディアというforceは時間や空間を超越しているため，現実と虚構の境界が

ない。メディアは家庭という限られた狭い範囲の最小の社会ですら十分にその

機能を果たし，テレビのニュースもどこか信畷性に欠けてくる気さえする。ま

たテレビの中心にあるのは映像と言葉である。映像と言葉の乱発で人々から判

断力が失われる。それは“Peoplegetbrain(adeThisisbecausethey，ve

forgottenhowtolistenandlookaschildren”（p67)と，まるで脳が退化
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してしまうような危機感が読み取れる。Murrayはまたテレビの影響により

"ＦｏｒｍｏｓｔｐｅｏｐｌｅｔｈｅｒｅａＴｅｏｎｌｙｔｗｏｐｌacesintheworld，wheretheylive 
andtheirTVset.”（p66)と，人々の生きる世界やその認識が狭くなってい

ることも見通している。

DeLilloの表現したforceについてPaulACantorが次のように解釈して

いる。

ＢｕｔａｓＤｅＬｉｌｌｏｐｒｏｂｅｓｔｈｅｓｏｕｒｃｅｓｏｆtheNaziregime，ｓｐｏｗｅｒ・ｈｅ
seesatworkforcesthataresimilartothoseheobservesinAmerican 

PopularcultureTheobsessionwithsexandviolenceinrockmusic 

isaresponsetothesamespiritualvacuumthatNazimythandritual 
triedlofill.(Ⅱ） 

Murrayが前述したようにメディアがWhiteNoiseのforceである。この

{oTceはNorrisに見られたものと同様に善の方向にも悪の方向にも向かう。

ここではメディアを利用したナチとポップ・カルチャーが同じforceを担って

いると捉えられる。このforceもNorrisの場合と同様に人間の感覚を奪い，

自己同一性を確立できないようにさせてしまう。WhiteNoiseの随所に唐突

に固有名詞の羅列が見られ，Ｊａｃｋの潜在意識にあるものが時々現われるよう

である。これは完全にメディア（コマーシャル）の影響が大きく，Ｊａｃｋの頭

脳で何かを把握し考えがまとまると，テレビのように思考途中でコマーシャル

が入るのである。Norrisの描いたVandoverのように，記`億や思考に連続性

が見られない。間断な思考では自分の姿や欲求でさえも理解し難くなるのでは

ないだろうか。理`性と本能のバランスを崩しては生きる方向性を見失う。

またテレビに映る事件事故はその鮮烈な映像で人々を過剰に刺激し麻癖させ

る。次第に人々はテレビの刺激に何の反応も示さなくなり現実の出来事であっ

ても虚構と誤認する。実際にＪａｃｋの住むBlacksmithでタンク車の脱線事故

が発生し，空気中に毒物が伝染する可能性が出て避難を余儀なくされても，避

難民にはシミュレーションのように思え，テレビでその事故を放映しなかった

ことから現実なのかどうかが理解できない。虚実が絢交ぜになり，そこで立ち

止まると前進していくことができない。また目に映るもののみならず，その事

故後，医療検査を受けて診断の結果から体内に異状ありと宣告ざれ医師から説
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明を受けるＪａｃｋの耳には医師の言葉は意味不明であったり，Ｊａｃｋには無意

味に聞こえるものばかりである。五感を伝わって入る情報は，虚構によって形

成された社会に幽閉されているＪａｃｋには真偽の程は判断し難い。なぜJack

は自分の感覚ですら信用できないのか。それはJack自身，自分の姿を偽り作

り上げているからである。

Ｊａｃｋは妻のBabetteや４人の子供とBIacksmithに暮らし,College-on-the-Hill

という大学で1968年３月に彼自身でヒトラー学科を創設して以来教え続けてい

るが，彼は本名のJackGladneyを大学ではＪＡＫＧｌａｄｎｅｙと変えている。

それは学長のアドバイスで，またヒトラーについて教える者らしく体重を増や

して恰幅をよく見せた方がいいとの案に従う。またその大学の教授は皆，黒い

ガウンも着ることになっている。Ｊａｃｋはそれらに加えて黒メガネを掛けるこ

とにしている。自分を偽らねばならない理由はJackはヒトラー学の権威であ

り，またそこの学生はドイツ語力泌修であるにもかかわらず，実はJackは全

くドイツ語が理解できないことにあった。自ら虚像を作り上げそこに逃げ込ん

だＪａｃｋは“Iamthefalsecharacterthatｆｏｌｌｏｗｓｔｈｅｎａｍｅａｒｏｕｎｄ”

(p17）と実体のなさを痛感している。虚構の社会の弊害を感じながらもその
虚構の中に沈み込んだ人間は自己の存在を虚構に求めて尚かつ利用するので，

いつまでも自己確認ができない。

虚構の社会で遊離しているのは彼の研究対象のヒトラーも同様である。ヒト

ラーの独特な一定のスタイルからは彼の本質が見えてこない。虚像を作り上げ

ていたといえる。Ｊａｃｋはそんな彼を“Themanmayhavefelthimsel(im

prisonedinmorewaysthanone',（p､31）と捉え，ヒトラーが自分を偽り虚
像を作っている様子に自分の姿を重ねている。またJackの娘のDeniseもサ

ンバイザーを被ることで“Somethingaboutthevisorseemedtospeakto

her,toofferwholenessandidentity.”（ｐ37）と，サンバイザーで言葉の欠

如を補足し自らのアイデンティティを表わそうとしているのである。Ｊａｃｋ以

下彼らは自己のアイデンティティを模索している。

自己の存在を逆に言葉で確認する者もいる。ヒトラー学会が

College-on-the-HilIで開催されることになりドイツ人も大勢集まることか

ら，ＪａｃｋはMurrayに紹介されたHowardDunlopにドイツ語を教わる。そ

のDunlopはMurrayと同じアパートに住んでいるがMurrayによると部屋

から一歩も出て来ず世間との接触を絶っており，自分の世界に閉じ龍ってい
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る。彼はＪａｃｋにレッスンをする時“thetransformalioninhisｆａｃｅａｎｄ

ｖｏｉｃｅｍａｄｅｍｅｔｈｉｎｋｈｅｗａｓｍａkingapassagebetweenlevelsofbe‐ 

ing”（ｐ32）とＪａｃｋにドイツ語を教えることで虚像を脱皮するかのようであ

る。

Ｊａｃｋは同じ教えるという作業をしてもヒトラー学に自己の知の欲望を投影

させることができないので権威だという偽りの虚像を仕立てなければならな

い。だがDunlopは自分の内なる欲求に従いドイツ語を習得したのだから虚

像を作る必要はなく，普段は社会の虚構の中で生きていることを見据えている

ので部屋から出ず，ドイツ語を話すことが虚構から抜け出し実在する手段なの

である。Dunlopと同様にメディアの虚構を見抜いているのがJackの息子の

Heinrichで，１４才ながらＪａｃｋやBabetteより大人びた態度をみせる。彼は

タンク車脱線事故後に避難した先で，事故後の混乱で動揺している人々を前に

事故についての皆の質問に逐一説明を施す。その演説をすることで

"Heinrichseemstobecomingouto(hisshelL”（p､133）と，Dunlopと同

様に殻から抜け出てくるのである。彼も言葉を駆使することで自己の存在を証

明する。人のアイデンティティは言葉により培われるもので，他国を侵略する

際もまずその国の言葉を失わせるからである。メディアという虚構の世界を通

した言葉は無意味で人々の存在を稀薄なものにすり替える。自己のアイデンテ

ィティを保つためには自らを語る言葉力泌､要となる。

Ｊａｃｋは言葉の空疎な(orceに抑圧されているので自分の生が実感できない

でいる。彼の心は絶えず“Ｗｈｏｗｉｌｌｄｉｅ(irst?”（p､30）ということにとらわ

れている。MurrayはJackに！`Incitiesnoonenoticesspeci(icdying

Dyingisaqualityoftheair､１t，severywhereandnowhere.,．（p38）と，

死が虚構の一種であると話す。メディアが“wavesandradiation”であるの

と同じく死も“air”の本質であり，Ｊａｃｋには生と同じく死も把握できない。

ポップ・カルチャーが専門のMurrayには虚構が十分理解できる。Ｊａｃｋの大

学の同僚で神経化学が専門のWinnieも，死を理解し，“1s､'tdeaththe

boundaryweneed？Does、,ｔｉｔｇｉｖｅａｐｒｅｃｉｏｕｓｔｅｘｔｕｒｅｔｏｌｉｆｅａｓｅｎｓｅｏ（

definition?,，（ｐ228）と，死があることで生を実感できるのだと認識してい

る。Murrayは他の人々と同様にスーパーマーケットを坊僅い，Winnieは自

意識が強くキャンパスを移動する姿を人に見られないようにしている。二人と

も理`性では捉えられたものが本能的には捉えられない。そのバランスの悪さに

Hosei University Repository



294 

Jackは死力頓では分かったつもＩ)がし､底納得するまでには至らない。

Ｊａｃｋを変えるのは妻の持っていたDylarという薬である。Ｊａｃｋに生死の

存在が僅かながらにも悟れるのはそのDylarに起因する。Dylarは死の恐怖

が消滅するという薬でまだ実験中の試薬である('２１。Ｊａｃｋが“Ｉｈａｖｅｎｏｂｏｄｙ，

I，ｍｏｎｌｙａｍｉｎｄｏｒａｓｅｌ(,aloneinavastspace.”（pl98）と，自分は肉体

が無いように思え，従って“nobodv，，と一致する不安を抱いているのに対し

て，妻のBabetteは豊満な肉体を持ち，その重量感がJackに安心感を与えて

いたはずであった。本能的な安心感に包まれるためＪａｃｋには“Thekitchen

andthebedroomarethemajorchambersaroundhere,thepowerhaunts， 

thesources.”（p6）と，食欲と性欲を満たす場所が重要であった。ところが

Babetteが街の老人たちに歩き方や座り方を教える様子がテレビに放映され，

Babetteの姿が虚構になってしまうとＪａｃｋは不安に取愚かれる。その上

Babette自身も死の恐怖が払拭できず，Dylar欲しざにDylarの製造者であ

るＭｒ.Ｇrayと関係を持ったことをＪａｃｋは知り，ＭｒＣｒａｙの暗殺計画を練

る。Ｊａｃｋの動機はメディアというlorceに冒されている死（の恐怖）を自ら

の肉体で消滅させたいということと，知識を得た人間がDeLilloの言葉でい

う“reverseDarwinismp,（p15)(13)に翻弄され，進化しすぎた理性は感性を抑
制できないことを打開したかったことにある。

ItellMurraythatignoranceandcon(usioncan，tpossiblybethe 

drivingforcesbehin。（amiIysolidarityWhatanidea,whatasubver‐

sionHeasksmewhythestrongest（amilyunitsexistintheleastde‐ 

velopedsocieties、NottoknowisaweaponoIsurvival，ｈｅｓａｙｓ

(p81-82） 

妓小の社会である家族の中でなら事実というものを把握できるはずであった。

だが家族の人間の事にも知り得ない事実が明白となり，知ってしまった以上知

らぬ振りはできない。テレビの事件事故で人間の死を知れば知る程，死が分か

らなくなるというパラドックスに加えて，家族の中にまで浸透する虚榊の全貌

を明らかにしたかったのである。

ＭｒＣｒａｙの暗殺の直前までやはりＪａｃｋの頭脳は虚構のforceに毒されて

いる。というのもＪａｃｋのＭｒＣｒａｙ暗殺の想像がテレビのシーンのように頭
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を過る。だがJackを現実に目覚めさせたのはＭｒＣｒａｙの返り討ちにあった

ことによる。生死は虚構を容易に超越できることが体験によってのみ理解でき

るのである。Ｊａｃｋは自分の中の抑圧を解放させ，本能に従うことで自分の隠

蔽された姿を知ることができる。だからこそ自分の体から流れる血を見て，一

端は殺しかけたＭｒ.Ｇrayを助けるのである。Ｊａｃｋには完全に虚構から脱出

することは不可能であるが，虚構の有様を理解し死の恐怖は払拭することがで

きる。Ｊａｃｋの息子のWilderが最終章で三輪車を暴走きせバランスを失い土

手から小川に落ちる様子で，本能のままに生きる人間の姿が暗示される。（即

幼い子供には十分な理性が備わってはいないからだが，本能のままも，抑圧さ

れた理性に縛られているものどちらも難しい。自然の夕日を見ても人によって

感じることが違い，スーパーマーケットで僅かに商品の配列が変化しただけで

右往左往する人々の姿からは自分にとっての真実を見極めるのも難しいことが

示される。（'5）

Ⅳ 

DeLilloは雑誌のインタヴューにこう答えている。「危機に直面した時代に

生きること。それが私の小説を作り上げる」と，そして作家のあり方について

は「この先何が起こるのか予想するのではなく，今現実に何が起こっているか

を，誰よりも先に語るのが，作家に与えられた任務だ」（１６)と。また「小説言

語に愛情をそそぎ込んでいる」（ｐ71）とも言っている。言語が尊重されない

世の中にはＪａｃｋの娘のSteffieのように寝言でコマーシャルの文句を咳いた

り，道路を歩きながら薬の名前を意味もなく口ずさむ女性のような人々が蔓延

することだろう。情報過多でメディアに支配された生活を送れば；誰しも虚構

と現実の境界がますます引けなくなる。その中で確固たる自分を見据えるのは

至難の業であり，何を信じればいいのか自分でさえも分からなくなってしま

う。DeLilloは現代人という立場から虚構の中での自己のアイデンティティ

を間うている。一方Norrisも既述のエッセイの中で小説家についてこう記し

ている。“Ｔｈｅｄｉｆｆｉｃｕｌｔｔｈｉｎｇｉｓｔｏｇｅｔａｔｔｈｅｌifeimmediatelyaround

vou-theverylifeinwhichyoumove，,（'7)目の前で起こっていることは
少し離れてみないと分かりにくいことを端的に表現している。言葉の真実を捉

えて自分なりの真実を見出だすことの意義を提示しているのである。
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Norrisは資本主義的な機械文明のforceによって，またDeLilloは情報化

社会のメディアという{orceによって，感性が失われていく危機感を描いてい

る。DeLilloの描く情報化社会はまず過剰な情報が人々に放出され，それが

個人の人格の形成に歪曲して受け入れられ，その人本来の姿とは違った別個の

虚像が出来上がる。そういう情報化社会の中で失われた感性からいかに想像力

を養い他人とコミュニケーションをとっていくかを間うている。
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